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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・洗面所の換気扇の音が大きいため、破損伝票・整備依頼票作成しています。G.O.M確認後提出することとしています。

＜注目患者様ケース検討＞

・本多　富美様～昨日の問診にて1日の総摂取カロリーが1600kcal以内であれば間食をしてもいいこととなっています。本人は、現在小遣い銭少ない為、外出時に１週間分購入すると話されています。自分でカロリー計算が出来るということから、自己管理とし、摂取内容をノート等に記入しスタッフ確認していくこととしています。

・加賀谷　芙美子様～デキスターチェックの購入についてご家族より連絡が来てい　　　　　ない為、担当スタッフより連絡をすることとしています。その際に、眼科受診の件と、ウォーキングシューズの購入（現在使用している靴がヒール高く歩行に適していないため）の依頼もすることとしています。

・伊藤　義彦様～疾病教室は3/22（木）終了予定となっています。「考えていることの半分しか話せていない」「昔はもっと話せていた」と発言が聞かれていますが、以前に比べると改善されてきています。定期薬にジプレキサ(5)１Tが追加処方となっている為、表情・言動等の流暢さの観察・確認をしていきましょう。

＜リハビリテーションプログラム内容経過報告＞

・料理教室～グループ２ではフルーツヨーグルトを作っています。包丁使用目的のグループではないが包丁の使用促してみると使い方がわからない人が多い。また、缶切りの使い方のわからない方もみられていました。作ったことのない方がほとんどであった為、楽しんで参加していました。

・散歩～患者様からの要望もあり実施しています。彼岸中日でもあり神社へお参りにいっています。その他ふきのとうや桜のつぼみなどを見ることで季節感を感じる事ができていた。春にちなんだ俳句を作っています。

・ＡグループとＢグループが同じ内容のプログラムを実施する事は難しい、実施場所を２箇所に分けても西病棟ホールが問診や皮膚科等でつかえないことが多いため意味がないのではないか。また、ホールが使用できなく体育館に移動した場合、ホールを選択している患者様が「関係ない」と休んでいる事もある。その際に２種類の種目を全員参加で行なった。西ホールが使えない時や趣味活動の時など西病棟スタッフが詰所内にいることが多い、等の意見がでています。

＜環境整備状況＞

　実施計画に沿って進んでいます。現在計画の見直しをし、環境整備の不充分な部分の清掃を検討しています。

＜Ｄｒ川端診察報告＞

・江刺家　恵子様～鼻汁・鼻閉の訴えあり3/20よりタベジール2T　2×1処方となっています。鼻閉・鼻汁の訴え継続していますが、目のかゆみ等のアレルギー症状は見られていません。うがい薬使用の促しに拒否され、「水で嗽します」と話されています。引き続き風邪症状等の観察行ない、うがい・手洗いの実施をすすめていきましょう。

・平　京子様～排便回数多く、「下痢っぽいけど下痢ではない」と話されています。脱水症状はなく、本人は気にならない為、このまま内服継続したいと話し、主治医から様子観察の指示あります。

・大下　良悦様～主治医へ服薬自己管理3日分が問題無くできていたこと報告し、服薬自己管理1週間分の許可あり、本日より開始していきます。誤薬の無いよう観察していきましょう。

・浅野　秀子様～肩の掻痒感軽度あり、オイラックス塗布しています。買い物時スタッフ付き添いしていましたが、移動時階段使用し、歩行も安定している事から単独での買い物許可でています。「便の切れが悪い」と訴えきかれています。下剤の使用に関しては「下痢やもらすのが怖いからいらない」と話されています。排便状況の観察・確認また努責状況による肛門部への負担の観察を行っていきましょう。痔核あり、八戸赤十字病院からの持参薬のネリプロクト軟膏が22日で無くなる為、23日から5日分処方となり、以後定期となります。

・小坂　君子様～手足の痺れ訴えあり、握力測定実施し右19.5㎏、左18.0㎏であったこと主治医へ情報提供しています。下肢太さの左右差見られますが、浮腫なく歩行状態も問題ありません。手足の痺れや下肢の左右差が気になる等の訴えがあった際は妄想に関連している可能性もある為傾聴しつつ、歩行状態・浮腫の有無等を観察・確認していきましょう。体重について膝への負担軽減目的もあり主治医より52.4㎏を目標とするよう話されています。本人了解され「あと2㎏くらいだから頑張ります」と話されています。

・佐々木　淳様～問診時、鼻汁観られています。花粉症がある方の為、目のかゆみ、水様性鼻汁等の観察・確認を行うよう主治医より指示があります。次回診察時に報告し、アレルギー薬の使用検討することとしています。


































